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諸特性

く じ

レデューサー併用での使用

星野写真撮影時のピント合せ

この度は当社製品をお買い上げ下さいまして

ありがとうございました。

製品の性能をフルに発揮 していただくために、

本書をよくお読みになった上でご使用下さい。

全品厳重な検査の後出荷 しておりますが、万一

不備な点がございましたら、お早めに当社ヘ

お問合せ下さい。
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<光学性能>

形 人

有 効 径

焦 点 距 離

口 径 比

分 解 能

極 限 等 級

集 光 力

焦 点 距 離

口 径  比

イメープテークル

実 写 野

【FCT― ■25】
三枚玉フローライ

125mm

705mm

■ :5.6

0。 9秒

■2.3等

320倍

560mm

l : 4.5

φ67mm

6.8°

<レ デューサー併用>(別売 )

<フ ァインダー>

有 効 径 二 50mm

7倍

6.3°

倍

実 視 界

暗視野照明付き十字線入 り

<寸法・重量>

全 880mm

■45mm

8.4kg

鏡 筒 径

*改良のため、お断りなしに外観及び仕様を変更することがあります。

一挙

長

量
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【FCT― ■00】
トアポクロマート

100mm

640mm

■ :6。 4

1.16秒

11.8等

204倍

460mm

l : 4.6

φ65mm

8°

50mm

7倍

6.3°

暗視野照明装置

取付可能

790mm

l14mm

5.7kg



国 各 措 卜の 二餡 孝魯

暗視野照明装置

ファインダー

回転体クランプ

ア イ ピースアダプター
     ｀ヽ  ドローチユープ
回転体 、L  ｀で

接続環

ァィピース

アダプター接続環

二種アダプター

補助 リング

合焦ハンドル

フー ド

ファインダーロックナット

ァインダー固定ネジ

ファインダー脚

ドローチュープクランプ

接眼体

対物キャップ

ファインダー調整ネジ

鏡室受け

対物 レンズ

光軸修正ネジ
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‐ 万云 達 菱イ義 ^、 の コ文 費「 ιす

右図のように専用の鏡筒バンドを赤道儀に

取付けて鏡筒を載せ、バンド固定すットで

鏡筒を締め付けます。

鏡筒バンドは当社システム赤道儀の全機種

に取付けられますので、使用目的に合せて

お好みの赤道儀と組合せることができます。

(シ ステム160P赤道儀に取付ける場合は

変換アダプターが必要です。)

目 大 型 フ ア イ ン ダ
~の 取 付 け

言會l謹≧革riだI子
とができます。

ファインダー取付金具

ァインダ

「

鏡筒バンド

,赤道儀

バンド取付ボル ト

アクセサリー取付金具



議 罪 長 音 5の [回 転

ドローチューブ先端には回転体が取付けられています。回転体クランプをゆるめて回転体 を回

す と、回転体より後の部分が一緒に回転 します。これにより、写真撮影時にカメラを取付けた

ままアングル を360度 自由に回転できるので、構図を決めるのに大変便利です。

ピン トを合せた後にアングル を変えてもこの回転によリピン トが狂 うようなことはありません。

*ピ ントを合せた後にアングルを変える場合は、回転体クランプとドローチュープクランプを

間違えて回さないようにご注意下 さい。

回転体クランプ ドローチューブクランプ

回転体

回転体は360度 自由に

回す ことができる。

合焦ハンドル

合焦ハンドルをこの方向に

回すとドローチュープは繰 り出される。

合 焦 機 構

本機はピント調整機構にラック・ピニオンギアを採用 しています。

ラック・ピニオン方式はピントのピークがつかみやす く、写真撮影時にもピント合わせをスピ

ィーディーに行なうことができます。

ドローチュープの可動範囲は約70口 nあ り、合焦ハンドルを上国のように矢印の方向へ回すと、

ドEI― チュープは繰 り出されます。

*合焦ハンドルを回す ときは、ドローチュープクランプがゆるんでいることを必ず確認して下

さい。クランプを締めたまま無理に回すと、ギアを破損 したり、ガタの原因になります。

ドローチューブ

~Э ~



フ ァ イ ン ダ ー 合 せ

望遠鏡の視野内は倍率が高 く見えている範囲 (実視界)が狭いので、目的の天体を直接望遠鏡の

視野へ導入するのは大変です。また、カメラを取付けて星野写真を撮る場合、ピント面の像は

大変暗く見にくいので、目標天体を視野の中央に導入し確認することは困難です。

ファインダーは実視界の広い低倍率の小望遠鏡で、あらかじめフアインダーと望遠鏡の光軸を

平行にしておけば、日標天体をファインダーの視野の中央に導入することで望遠鏡の視野にも

その天体を入れることができます。このように、望遠鏡を扱う上でファインダーを合せておく

ことは大切で、観測前に下記の手順によリフアインダー合せを必ず行なって下さい。

フアインダ‐

―

※

―

<手 ■■頃 >
1.望遠鏡を眼視用 (シ ステムチャー ト参照 )0こ セットし、
低倍率のアイピースを付けて、できるだけ遠くにある

目立つ景色を目標に選んで視野の中央に入れ、望遠鏡

を固定 します。

2.フ ァインダーを覗きながら下図の要領でファインダー
を動かし、目標物が十字線の交点にくるように調整

します。

3.フ ァインダーと望遠鏡の光軸が平行になったところで、
ロックナットを締めて固定 します。

*以上の操作は昼間のうちに行ない、夜間の観測に  ファイ
す ぐにはいれるようにしておきましょう。

*星 を使ってフアインダー合せを行なう場合は、調整

中にも日周運動で星が動いてしまうので、できるだ

け短時間にこの作業を行なうか、赤道儀のモーター

ドライプを駆動させた状態で行なって下さい。

<調 整 ネ ジ に 』に る 動 き >
1.各 ロックナットを調整ネジの頭部の方へ寄せておきます。
2.右図の太い矢印の方向ヘファインダーを動かす場合は、
a、 bの調整ネジをゆるめながら、 cの ネジで少しずつ a
押 して下さい。このときフアインダーの筒先は太い矢印

とは逆の方向に動き、景色も図の小さい矢印の方向に

動きます。

3.同 様にして三組の調整ネジにより、ファインダーの向き
を調整 します。

*実際にフアインダーを覗きながら、三組の調整ネジの動
きとファインダー内の景色の動きとの関係をよく理解し

て下さい。

*調整ネジをゆるめてもファインダーがうまく動かない

場合は、前方の固定ビスを少 しゆるめて下さい。

遠 くの 目立つ景色で合わせ る

＼

ファインダー調整ネジ

望遠鏡の視野

-6-



<暗視野照明装置について>
この7× 50フ ァインダーは暗い空をバックにしても十字線が良く見えるように、暗視野照明装

置が付いているので、天体を導入するのが楽になりました。(FCT-100は 別売 )

特に星野写真撮影時に、撮影天体を中央に導入したり、実際に写る範囲を確認できるので大変

便利です。

暗視野照明装置は、スイッチ付きボリュームのツマミを図の

ONの方向へ回すとカチッという音がしてスイッチが入 り、

そのまま同じ方向ヘツマミを回していくと照明がだんだん

明るくなります。逆方向へ回すと照明がだんだん暗くなり、

カチッという音でスイッチが切れます。

ファインダニをのぞきながら、星と十字線の両方が見やす

いように、照明の明るさを調整 して下さい。

<電池の交換>
電池を入れ替える場合は図のように電池

ケースを外 して下さい。

新 しい電池は両極面をよく拭いてから、

極性を間違えないように注意 して電池

ケースに入れて ください。

電池はナショナルの水銀電池 MR44 H― C

を使用 しています。

ここを押えながら電池ケース

を下図の矢印方 向へ回して

外します 。

7」k銀電池
lMR44 HC)

ロ ノリ メ ラ の 取 付 ιす 電池ケース

<35mm一眼 レフカメラ>
35mmフ ィルムのすみずみまでケラレのない写野 を得るために、ワイ ドマウン トによリカメラボ

ディーを取付けて下さい。

ワイドマウン トはアサヒペンタックス S、 アサヒペンタックス K、 オ リンパス OM、 キヤノン、

コンタックス、ニコンtミ ノルタ用が用意されています。

<ロ ール フイルムホルダー>
本機にはマミヤプレス用ロールフィルムホルダー又は、マミヤRB67用 ロール フイルムホルダー

を取付けることができます。

レデューサーを併用 した時の広いイメージサークルを十分に活かすためにも、ロール フイルム

ホルダーを使用されることをお勧めします。

マ ミヤプ レス用はMア ダプターを介 して取付け、マ ミヤRB67用 はGア ダプターを介 します。

特にRB67用 の70mmフ ィルムホルダーはフイルム吸引ゴム球付きで、天体写真用のコダック103a

フィルムなども使用できます。

またピン トガラスホルダーはMア ダプターにより取付けますので、RB67用 フイルムホルダーを

使用する場合は、ピン トを合わせた後にGア ダプターに付け替えて下さい。
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‐ 直 焦 点 で の 使 用

直焦点面は湾曲 (像面湾曲)し ているために、直焦点での星野写真撮影は良像範囲が狭 く、あま

り実用的ではありません。

しかし、眼視の場合はこの影響はなく、月・惑星の観測に素晴らしい性能を発揮 します。

特に別売のHI-Or4mm、 HI― Or2.8mmア イピースは今までの常識を破る超短焦点アイピースですが、

アイリリーフが長いので大変のぞきやす く、月、惑星の高倍率観測では長焦点望遠鏡に劣 らぬ

コントラストの良い、シヤープな像が得 られます。

‐ レ デ ュ ー サ
ーー 併 用 で の 使 用 (別売)

レデューサーは星野写真撮影時に本機の性能 を最も良く引き出すことのできるレンズです。

レデューサーの使用でコマ収差をはじめとする各収差を補正し、焦点距離を縮めて Fを 明るく

し、イメージサークルを広げて広写野・高画質のアストロカメラになります。

眼視では、星雲 。星団、惑星、変光星などの観測に適しています。

*イ メージサークルとは良像範囲のことで、イメージサークルより外側の部分では急激に像質

が悪化 し、光量も少なくなります。したがって、イメージサークルの外側の星像は実用に適さ

ないということで、全 く星が写らないわけではあ りません。

目 星 騎 =■妻 要 聾 轟 景 知 寺 σ)ピ ユノ ト インーき

本機の鋭い星像を得るためには、念入 りにピント合せ

を行なう必要があります。ピント合せに使う星はあま

り明るすぎても適さず、二等星ぐらいの星を使います .

<35mュー眼レフカメラ>
ファインダースクリーンを交換できる場合は全面マット

式のものを使い、中央に星を置いてマグニファイアー

(カ メラファインダーの倍率を上げて精密なピント合せを

する道具)を 使って合せます。ファインダースクリーンを

交換できない場合は、中央に近いマット面でピントを合

せて下さい。中央のマイクロプリズムやスプリットイメ

ージで星のビントを合わすことはできません。

別売のピント合せ用顕微鏡FI-60を 使う場合は、FI-60に

付属のピントガラスのマット面にFI-60の ピントが合うよ

うにあらかじめ視度を合せておき、フィルムを入れる前

にカメラのフイルムレール面にFI-60に ピン トガラスを

押 し当てて中央に星を入れます。この星をFI-60でのぞ

きながらピントを合せます。

(詳細はFl-60の 説明書をご覧下さい。)

<ロ ールフィルムホルダー>
マミヤのロールフイルムホルダー又は、RB67用 フイルム

ホルダーを使用する場合は、マミヤのピントガラスホル

ダーにFM-60を 使ってピン トを合わせます。

ピントガラスホルダーのマット面にピントが合うように

視度を合わせたFM-60で 、中央に入れた星をのぞきながら、

星像が最尖鋭、最小になるようにピントを合せます。

ピン トガラス

ピン トガラスホルダー
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奮言理季「置馨彗査言担⑮暮2E奮言3響基喜笹蜃[b奪抵む亀置棲I樽暑冤∬1む
「見轟」

ますので1通常の費用で光軸が狂 うようなこと
は

が光軸 を調整する必要はあり
ません。

姜下さい。

国 レ ン パ の 手 入 れ

ふ三≦季写『嘉島It毛生:卜隻]1曇じζ

管豊与二塁[再卜毒墨青曇宮叢L増暴T献 |｀

Tア 葛Iミ嵯襲室受けから外します。フードはネジ込み式
になっていて、左 (下図矢印の方向)

2。 二層嘉あ見:穆垂亀:|きネジをゆるめて
このとき、鏡室と鏡室受けに印を付けて

3.ふ

`』

2ξ『亀ま再3宅ネ[7「尋し軍

:讐曽套亀ララ尖繕髯曳霞募島雪質竜蓼馨ム筆浜fi務堡れた二i、堡ば言
L葛詈程L亘まL、ね

*募理譜掃、光軸調整は当社にてお引受けいた
しますのでお問合せ下さい。

印を付ける

――――

い
――――

―‐‐‐

~10~  
のが押 しネジ



‐ ブく賜夢縄見誤 」レこ
~つ い ~ご

FCTシ リーズは太陽観測にもすばらしい性能を発揮 しますが、温度変化による焦点移動が有
りますので、十分外気温になじませてからご使用下さい。また、太陽観測は鏡筒の湿気を取り、

殺菌効果もありますので、カビの発生防止にもなります。

<投映法>
最も一般的で安全な方法です。別売の太陽投映板にアイピースで太陽像を投映 し、観測用紙

を

置いてスケッチします。レンズの接着にバルサムが使われているアイピースでは、太陽
の熱で

接着面がはがれることがありますので、短時間の使用に留めるか、接着面のな
いハイゲン (MH)

アイピースをお使い下さい。

<直視法>              ・

アイピースにサングラス (別売)を付けて、黒点の微細構造や計数観測をします。

レンズの口径を対物キヤップの太陽絞 りにより、 5cコ以下に絞って下さい。

口径を絞らないと、数十秒でサングラスが割れ、大変危険です。

********************************************
* 上記以外の方法で直接太陽をのぞくと、強い光と熱で失明する恐れがあり危険です !!  *
* 太陽観測では、フアインダーに必ずキャップをしておいて下さい。           *
* 観演1を 途中で休止するときは、必ず対物キャップをして下さい。            *
*****************************************来 **

国 フ ロ ーーラたイ  トヽ に て)い
~ご

フローライ ト(蛍石)は 、その優れた光学性能から各種の高級対物 レンズに使用されています。

化学的にもガラスに劣 らない丈夫さで、耐久性も良く半永久的に使用できます。

取扱い、保守についても一般の光学ガラスレンズと変わ りませんが、次の点にはご注意下さ
い

1.フ ローライ トレンズは温度変化による焦点移動がありますので、室内から戸外に持ち出し

て観測するときは、少なくとも30分以上は放置 して鏡筒を外気温になじませ、星像が落ち

着いてからご使用下さい。特に写真撮影中の温度変化には注意が必要で、 5度以上の変化

ではピントの狂う恐れがありますので、再度 ピントを合わせ直して下さい。

2.フ ローライトは一般の光学ガラスに比べ硬度が低いためキズが付きやす く、全くキズのな
いレンズは皆無といってもよいほどです。しかし、全製品、当社検査基準に合格したもの

で、性能には全く影響ありません。また、FCTシ リーズは三枚のレンズの中央にフロー
ライトレンズを置いているので、ユーザーが直接触れる心配はありません。

フローライト以外のレンズにも細かいキズが見 られることがありますが、これはほとんど

の場合レンズのコー ト面のキズで、上記同様、性能には全 く影響ありません。

以上のことにつきましては、お客様のご理解をいただきたいと存 じます。なお、ご不満な

点がございましたら、当社へお問合せ下さい。

このとき対物
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写真 /眼視システムチャー ト

鏡筒

接眼体

ドローチュープ

ドローチユープクランプ

合焦ハンドル

回転体

回転体クランプ

眼視アダプター

接統猥 (短 )

アイピースアダプター

補功 リング

ニ種アダプター

レデューサー

ァィピース

Or403口 ,Er32G● (38=),Er28田ロ

Er32■ m(62C)

天頂プリズム

ヮイドマウント

35田ロー眼 レフカメラ

100ma角 フイルターボックス

.フ ィルムホルダー取付枠

Pア ダプター      ｀
1.1ア ダプター

マミヤロールフイルムホルダー

*No.1～ 17ま では標準付属品です。
*Mア ダプターの代 りにGア ダプターを使えば
マ ミヤRB67月 の70=mフ ィルムホルダーを取付

けることができます。

*ヽ o.51'は oヽ.51の 付属品です。

天頂プリズム併用眼視

主焦点眼視

レデューサー併用眼視

レデューサー併用写真撮影

主焦点撮影 (]―ルフィルムネルダー)

レデューサー併用写真撮影 (ヨールフィルムれダー)
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